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研究成果の概要（和文）：多種多様な情報が氾濫する現代社会において、人々がどのように情報を評価し、判断
しているかを理解することは非常に重要である。本研究では、日本とオーストラリアの大学生を対象として、情
報の批判的評価能力と心の理論の関連を調べるとともに、情報の提示方法が批判的評価に及ぼす影響について検
討した。その結果、人は偏った情報を避けて意思決定をする傾向にあることが示され、批判的評価能力と心の理
論の間には部分的な関連が見出された。さらに、提示された各情報の質について熟考するよう求めると、より注
意深い意思決定がなされることが明らかになった。これらの知見は、メディア教育に重要な示唆を与えるもので
ある。

研究成果の概要（英文）：In modern societies, information has become ubiquitous and much of it is 
unvetted. Thus, it is crucial to understand how people make judgements about information they 
receive. In this research, we examined the link between critical evaluation performance, advanced 
Theory of Mind ability (ToM), and presentation format of information. In three survey studies, we 
collected data from undergraduate university students in Japan and Australia to elucidate how 
critical evaluation and ToM are related, and how variation of the format of information affect 
critical evaluation performance. Our findings revealed that people tend to make decisions away from 
biased information, and we obtained some evidence connecting ToM to critical evaluation performance.
 We also found that asking participants to consider qualities of each item of information they were 
presented prompted them to be more cautious in decisions they made. These findings have important 
implications for media education.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 

近年の科学技術の発展に伴い、新たな科学
的知見に基づく証拠や知識が次々と打ち出
されている。しかし、科学的知見に関する証
拠や知識は、一般の人々に向けて常に信頼の
おける形で提示されているとは言い難い。イ
ンターネットやマスメディアを通じて、人々
は日常的に、その真実性・質・正確性に大き
なばらつきのある情報にさらされている。こ
のような社会的背景の中で、人が信じるべき
情報を適切に取捨選択し、それらの情報に基
づいて自らが取るべき行動について最善の
決定をするためには、「情報を批判的に評価
する能力（批判的評価能力）」が不可欠であ
る。批判的評価能力をいかに育むことができ
るかという問題は、教育の最重要課題の１つ
として挙げられる（e.g., Bromme, Kienhues, 
& Porsch, 2009）。 
 この批判的評価能力と密接に関連すると
考えられる能力の一つに「心の理論」がある。
心の理論とは、「目的・意図・知識・信念･思
考等の内容を理解し、他者の行動を理解した
り 推 測 し た り す る こ と が で き る 能 力
（Premack & Woodruff, 1978）」と広く捉え
られる。これまでに批判的評価能力と心の理
論との関連を検討した先行研究はないもの
の、複数の視点から物事を捉える力や、情報
の発信者の目的や動機を読み取る力は、批判
的評価において必須であると考えられる。従
来、心の理論は乳幼児期・児童期に発達する
と考えられていたが（Perner & Wimmer, 1985; 
Wellman, Cross, & Watson, 2001; Wimmer & 
Perner, 1983）、近年、成人においても社会
的場面で用いる他者の心の推論能力に個人
や文脈による差があることが示されている
（cf. Dumontheil, Apperly, & Blakemore, 
2010; Kinderman, Dunbar, & Bentall, 1998; 
Maehara & Saito, 2011）。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、科学的情報や健康関連情
報を批判的に評価する能力が、高次の心の理
論の能力とどのように関連しているのか、ま
た、情報の提示方法によって影響を受けるの
かを検討することであった。本研究では、特
に、人の考えや意見が、情報内に暗に含まれ
る偏り（バイアス）と、個々の情報の質を吟
味し熟考する機会の有無によって影響を受
ける程度について明らかにすることを目指
した。これらの関連を解明することにより、
潜在的に重要な情報を批判的に評価する心
理的プロセスを理解できるようになるだけ
でなく、21 世紀の社会的環境における情報リ
テラシーやメディア教育に対しても重要な
示唆を得ることができるものと考える。 

 
３．研究の方法 

日本の大学生を対象とした研究（研究１：
n = 155，研究 2：n = 159）と、オーストラ
リアの大学生を対象とした研究（研究 3：n = 

246）を実施した。研究 1 と 2 では紙媒体の
質問紙調査を実施し、研究 3 ではオンライン
版の調査を行った。 
研究 1～3においては、それぞれ、2種類の

オリジナルの批判的評価課題と、2 種類の高
次の心の理論課題を用いた。批判的評価課題
は、研究 1 の実施時に新規に作成し、研究 2
ではその結果をもとに修正版の課題を作成
した。研究 3 では、研究 2と同様の批判的評
価課題を用いた。高次の心の理論課題は、3
つの研究を通して共通の課題を用いた。 
批判的評価課題では、文章を用いて、それ

ぞれ 2 つのトピックについて（研究 1：アレ
ルギー薬と英語の授業、研究 2 及び研究 3：
アレルギー薬と健康食品）、その質、効果、
並びに有用性に関する複数の情報源からの
情報を提示した。その際、情報の偏り（個人
的な意見に基づくポジティブ／ネガティブ
な情報か、事実に基づくポジティブ／ネガテ
ィブな情報か）と内容との関連性の 2つの側
面を操作した。また、情報提示の方法も操作
し、複数の情報源からの情報を一度に提示す
る条件（Packed 条件）と、1 つ 1 つの情報の
偏りと内容との関連性について評価した後
に次の情報を提示する条件（Unpacked 条件）
を設けた。各トピックに関する複数の情報の
提示後に、参加者には、対象（研究１：アレ
ルギー薬と英語の授業、研究 2 及び研究 3：
アレルギー薬と健康食品）の自己及び人々へ
の有効性・有用性を判断することと、どの程
度受講・使用・利用したいかについて回答す
ることを求めた。 
また、高次の心の理論の測定のため、

Kinderman, Dunbar, & Betall (1998) の高
次の心の理論課題（Imposing Memory Task）
の日本語修正版とMaehara & Saito (2011) の
後知恵バイアス課題（Birch & Bloom, 2007
の応用版）を使用した。Kinderman ら (1998) 
の課題では、参加者は短い物語を読んで、登
場人物の信念を推論することが求められた。
課題内で参加者に問うた信念には、単純なも
の（例．一次の信念「A さんは何と思ってい
るか」）からより複雑なもの（例．三次の信
念「A さんは、『B さんが（C さんは何と思っ
ている）と思っている』と思っているか」）
が含まれており、この課題により、最も単純
な一次の信念の理解から、複雑な五次の信念
の理解までを測定した。Maehara ら (2011) 
の課題では、物語の登場人物 Aが 4 つの箱の
1 つにハサミを片づけた後、A の知らない間
に別の登場人物 Bがハサミを別の箱に移動す
る場面を文章と絵によって提示した。参加者
は、A が最初に片づけた箱の次にどこを探す
かを問われ、残りの 3つの箱を探す確率を予
測することを求められた。この課題は、自分
の知識状態と他者（登場人物）の知識状態の
区別を必要とするものであった。 
結果の分析においては、主として、（1）提

示された情報の偏りが批判的評価に及ぼす
影響、（2）批判的評価課題における回答と心



の理論課題の遂行成績の関連、（3）批判的評
価課題での回答が、情報の提示方法（Packed
条件、Unpacked 条件）によってどのように異
なるか、の 3点について検討を行った。 
 
４．研究成果 
（1）情報の偏りが批判的評価に及ぼす影響 

研究 1～3 の結果から、一貫して、参加者
の意思決定や意見は、偏りのある情報（個人
的な意見に基づくポジティブ／ネガティブ
な情報）よりも偏りのない情報（事実に基づ
くポジティブ／ネガティブな情報）に影響さ
れることが示された。本研究の批判的評価課
題における情報の偏りは、明示的ではなく、
暗示的に提示されていた。ここから、参加者
が、提示された情報の偏りを検出し、情報の
質を適切に評価していたことが示唆される。
ただし、本研究の参加者は、四年制の大学に
通う大学生に限定されていた。そのため、今
後の研究においては、大学において高等教育
を受けていない人々が、批判的評価課題にお
いて同じレベルのパフォーマンスを示すか
否かについても調査する必要がある。 
（2）批判的評価能力と高次の心の理論の関
連 

本研究では、複数の視点から物事を捉える
力や、情報の発信者の目的や動機を読み取る
力が、批判的評価において必須であると考え、
批判的評価能力と高次の心の理論の関連に
ついても検討を行った。研究 1～3 の相関分
析の結果から、批判的評価課題のパフォーマ
ンスと高次の心の理論の能力と間に、一部関
連があることが示された。両者の関連は、実
施した課題のほとんどにおいて認められた。
しかしながら、本研究で使用した心の理論課
題は、大半の参加者にとって難易度が低く、
その多くが得点範囲のうち最高得点を取得
するという問題が認められた。成人の心の理
論の個人差を測定する課題の選定・作成は、
今後の課題として残された。 
（3）情報の提示方法の影響 

情報の提示方法については、1 つ 1 つの情
報を吟味することによって、一度に情報を提
示された場合よりも、偏りのある情報からの
影響が少なくなると予想し、複数の情報源か
らの情報を一度に提示する条件（Packed 条
件）と、1 つ 1 つの情報の偏りと内容との関
連性について評価した後に次の情報を提示
する条件（Unpacked 条件）におけるパフォー
マンスを比較した。しかしながら、結果はこ
の仮説を支持せず、情報の提示方法について
は一貫した効果は見出されなかった。 

修正版の批判的評価課題を用いて実施し
た研究２及び研究 3 からは、1 つ 1 つの情報
について吟味する Unpacked 条件においては、
情報を一度に提示する Packed 条件と比べて、
参加者はより慎重で注意深い、中立的な意思
決定を行っていることを示唆する結果が得
られた。例えば、研究 2 では、図１に示した
ように、「ジアトドリル（アレルギー薬）が、

人々のアレルギー症状の治療にどのくらい
有効だと思うか」を問われたとき、ポジティ
ブな偏りを含んだ情報（Bias Positive：個
人的な意見によるポジティブな情報）を提示
された参加者は、Unpacked 条件においてその
有効性をより低く見積もった。反対に、ネガ
ティブな偏りを含んだ情報（Bias Negative：
個人的な意見によるネガティブな情報）を提
示された参加者は、Unpacked 条件においてそ
の有効性をより高く見積もっていた。 
 

図 1．「ジアトドリル（アレルギー薬）が、人々
のアレルギー症状の治療にどのくらい有効
だと思うか（研究２）」 
※注． 1 点（非常に有効）～5点（全く有効ではない） 

 
（4）研究成果のまとめ 
日本の大学生（研究１及び研究 2）とオー

ストラリアの大学生（研究 3）を対象に実施
した 3 つの研究から得られた主要な知見を、
以下に示す。 
 

① 人は情報の中に暗に含まれた偏りを検出
することができ、意思決定や意見の形成を行
う際には、偏りのない情報に影響を受ける。 
② 高次の心の理論の能力は、批判的評価能
力と関連する。なお、両者の関連は、本研究
によって初めて示された。 
③ 情報の偏りと内容との関連性について吟
味することにより、人はより慎重で注意深い、
中立的な意思決定を行うようになる。これは、
科学的情報や健康関連情報について考える
際に、特に重要な点である。 
 
なお、これらの研究成果は、第 31 回国際

心理学会議（ICP2016）において発表され、
現在、英文国際誌への投稿準備を進めている
段階である。さらに、この 4 年間の研究期間
に、研究代表者と 2 名の研究分担者は本研究
課題に関連する多数の研究成果を挙げた。以
下の「５．主な発表論文等」にはその一部を
掲載した。 
 また、2017 年 2 月 15 日には、京都大学大
学院教育学研究科において、国際ミニ・シン
ポジウム「科学と健康に関連した情報に対す
る批判的思考と評価 [Critical Thinking 
and Evaluation of Scientific and 



Health-Related Information]」を開催した。
国際ミニ・シンポジウムには、研究協力者で
ある Lisa Scharrer 博士（ドイツ・ミュンス
ター大学）と Rachel Dryer 博士（オースト
ラリア・チャールズスタート大学）をゲスト
スピーカーとして招聘した。Lisa Scharrer
博士は、研究代表者と研究分担者らとともに、
本研究の批判的評価課題の考案・作成・修正
に大きく貢献した。Rachel Dryer 博士は、オ
ーストラリアにおける研究 3の調査実施と分
析を担当した。国際ミニ・シンポジウムでは、
本研究の成果報告並びにゲストスピーカー
の発表が行われ、活発な議論がなされた。 
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